
筑陽学園高校インターアクトクラブの活動が
済生会病院の全国広報誌に掲載されました

『済生 2月号（通算1100号 記念号）』
より、掲載ページを抜粋

紹介された取り組みは、インターアクト部員が手縫いしたタオル帽子です。
「抗がん剤治療の副作用により、脱毛で苦しむがん患者さんを元気づけた
い」という思いから部員全員が手作りし、昨年末に約４０個を福岡県済生会
二日市病院に届けました。

また、新型コロナの治療に尽力してくださっている、医療従事者の皆さんへの
感謝の気持ちとして、ポスター（本校デザイン科生徒が作成）と、メッセージ
入りの横断幕をインターアクト部員が作成してお届けいたしました。

これからも心を込めて感謝の思いを届けていきたいと思います。



『済生 5月号』にも掲載されました。
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